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１１１１    はじめにはじめにはじめにはじめに    
  川崎市では，ローボリウム・エアサンプラを使用し
て，昭和６３年度から一般環境3地点，道路沿道1地
点で浮遊粒子状物質及びその成分組成の調査を実施し
ており，その都度，各地点２台づつ計８台のサンプラ
ーを稼動させている。 
 これまでの調査の中で，これらのサンプラー間の器
差，吸引量及びろ紙の材質による差等が測定値にどの
程度影響を与えているかが課題として挙げられていた。 
そこで今回，年１度のサンプラーのメンテナンス時
期に合わせ器差試験を実施したので報告する。 

２２２２    試験方法試験方法試験方法試験方法    
2.12.12.12.1試験期間試験期間試験期間試験期間    
平成１３年３月２７日（火）から５月２８日（月）     
2.22.22.22.2実施地点実施地点実施地点実施地点    
 公害研究所屋上（一般環境） 
2.3 2.3 2.3 2.3 試験内容試験内容試験内容試験内容    
2.3.1 2.3.1 2.3.1 2.3.1 サンプラーの保守点検サンプラーの保守点検サンプラーの保守点検サンプラーの保守点検    
使用サンプラーは，清掃しバイパス用フィルターの
交換及び系内に漏れのないことを確認した後，定差圧
弁付流量計の負圧力を－１３５Hg mmに調整した。    

表１ サンプラーとサンプリング期間 
 
 

開 始
月日 

終 了
月日 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ 

期間１ 
３／

２７ 
３／
３０ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間２ 
３／
３０ 

４／
２ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間３ 
４／ 
２ 

４／
６ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間４ 
４／
６ 

４／ 
９ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間５ 
４／
９ 

４／
１１ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間６ 
４／
１１ 

４／
１３ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間７ 
４／
１３ 

４／
１６ ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● － － － 

期間８ 
５／
７ 

５／
９ － － － ● ● － － ● ● － ● ● ● ● 

期間９ 
５／
９ 

５／
１１ － － － ● ● － － ● ● － ● ● ● ● 

期間 
１０ 

５／
１１ 

５／
１４ － － － ● ● － － ● ● － ● ● ● ● 

期間 
１１ 

５／
１４ 

５／
１６ － － － ● ● － － ● ● － ● ● ● ● 

期間 
１２ 

５／
１６ 

５／
２２ － － － ☆ ● － － ● ● － ☆ ● ● ● 

期間 
１３ 

５／
２２ 

５／
２８ － － － ● ● － － ● ● － ● ● ● ● 

●：機差試験実施  ☆：メンブランフィルターを使用 
 

＊ 環境局公害部公害監視センター 
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2.3.22.3.22.3.22.3.2サンプリング方法サンプリング方法サンプリング方法サンプリング方法    
    (表1 サンプラーとサンプリング期間) 
ローボリウム・エアサンプラー（Ｓ２型，1978～2000
年製）１４台により２～６日間を１つの期間として，
１３期間粉じんを捕集した。ろ材は石英繊維ろ紙
（Pallflex 2500QAT-UP）,一部セルロース・メンブラ
ンフィルター（富士フィルムＦＭ－120）を使用し，サ
ンプリング開始時にフローメーターを用いて２０
l/minに調整し，1日1回流量を確認し積算して吸引量
を求め，粉じん濃度を算出した。    
 
３３３３    結果及び考察結果及び考察結果及び考察結果及び考察        
3.13.13.13.1粉じん濃度粉じん濃度粉じん濃度粉じん濃度    
粉じん濃度は表２，３のとおりである。各期間ごと
の平均粉じん濃度と各サンプラーの粉じん濃度を比較
(粉じん濃度／平均粉じん濃度)した結果を図１，２に
示した。（期間２については，剥離による欠測値が多い
ため除いた。） 
期間１～７における粉じん濃度の変動係数の平均は
４．２％であった。期間１～７の結果から器差の小さ
いサンプラー(A,B,C,F,J)を定期サンプリングに使用
するため調査対象から除外したため，期間８以降の器
差試験における変動係数が８．１％と高くなったと考
えられる。なお，期間９の変動係数が１５％を超えた
理由は不明である。 
 
表２ 流量積算で算出した粉じん濃度：期間１～７ 
                   （μg/㎥） 

 期間１ 期間２ 期間３ 期間４ 期間５ 期間６ 期間７

A 40.9* 29.5 49.1 34.3 30.6* 

B 39.0* * * 32.6 28.4 55.6

C 42.2* 31.4 49.1 34.6* * 

Ｄ 41.3* 29.6 51.0 35.1 29.3 58.3

Ｅ 41.6* 29.5* 35.3 32.3 56.9

Ｆ 42.2* 29.9 52.1 34.7 31.8 58.7

Ｇ * 29.6* 49.0* 30.2 56.3

Ｈ 41.5 30.8 31.1 49.5 37.3 29.4 61.0

Ｉ 38.6 28.4 28.4 43.7 31.5 27.4 54.2

Ｊ 40.3 29.9 28.9 46.5 31.5 30.1 57.3

Ｋ 40.5 29.1 29.3 45.9 32.0 27.1 58.3

平均 40.8 29.6 29.7 48.4 33.9 29.6 57.4

標準偏差 1.23 0.92 0.95 2.62 1.93 1.71 1.98

変動係数 3.01 3.12 3.20 5.42 5.70 5.76 3.45

*:剥離により欠測値 

表３ 流量積算で算出した粉じん濃度：期間８～１３ 
（μg/㎥） 

  期間８期間９ 期間１０ 期間１１ 期間１２期間１３

Ｄ 33.0 42.0 44.5 42.1 ★ 37.0

Ｅ 32.2* 40.1 39.9 50.8* 

H 35.7 45.0 43.3 35.0 51.9 35.2

I 30.6 31.3 34.4 34.3 51.2 34.8

K 29.9 31.6 37.0 39.0 ★ * 

L 34.0 35.9 33.3 35.2 44.0 35.1

M 32.3 36.5 37.6 38.1 52.8 35.4

N 30.3* 37.9* 52.4* 

平均 32.4 36.1 37.6 36.9 50.1 35.1

標準偏差 2.15 5.54 3.67 2.93 3.29 0.87

変動係数 6.63 15.35 9.77 7.93 6.55 2.49

*:剥離により欠測値  ★：メンブランのため計算から除外 
 

0.80

0.85

0.90

0.95

1.00

1.05

1.10

1.15

1.20

1.25

期間１ 期間３ 期間４ 期間５ 期間６ 期間７

粉

じ

ん

濃

度

／

平

均

粉

じ

ん

濃

度

A

B

C

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ｉ

Ｊ

Ｋ

 
図１ 平均粉じん量とサンプラーの比：期間１～７ 
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図２ 平均粉じん量とサンプラーの比：期間８～１３ 
 
3.2 3.2 3.2 3.2 流量流量流量流量    
 定期サンプリング時は，サンプリング開始時と終了
時の流量をフローメーターにより求め，平均した流量
から吸引量を求めているが，今回は1日1回流量を確
認し積算して吸引量を求めた。表４，５に前後の流量
から算出した粉じん量と積算して算出した粉じん量の
比を示したが，期間３以外はほとんど差が見られなか
った。 
定期サンプリングにおける吸引量の算出方法で問題
がないと思われる。 
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表４ 前後の流量で算出したＳＰＭ濃度の比 

（期間１・３・５・６） 
  期間１ 期間３ 期間５ 期間６ 

A 0.97 1.07 1.00 0.99

B 0.95＊ 1.01 1.00

C 0.99 0.97 1.01＊ 

D 0.98 1.11 1.00 1.09

E 0.99 1.11 1.01 1.00

F 0.99 1.07 1.02 1.01

G ＊ ＊ ＊ 1.01

H 0.99 1.04 1.02 1.00

I 0.99 1.06 1.02 1.00

J 0.98 1.10 1.01 0.99

K 0.99 1.09 1.01 1.00

平均 0.98 1.07 1.01 1.01

*:剥離により欠測値 
 
表５ 前後の流量で算出したＳＰＭ濃度の比 

（期間８・９・１１・１２・１３） 
  期間８ 期間９ 期間１１期間１２ 期間１３

D 0.99 0.99 1.00＊ 0.96

E 0.97＊ 1.03 1.04 ＊ 

H 0.98 0.98 0.99 1.03 1.03

I 0.99 0.99 0.99 0.98 0.97

K 0.99 0.99 0.99＊ ＊ 

L 0.98 1.00 0.99 1.00 0.98

M 1.01 1.00 0.99 1.00 0.99

N 0.99＊ ＊ 0.99 ＊ 

平均 0.99 0.99 1.00 1.01 0.98

*:剥離により欠測値 
 
3.3 3.3 3.3 3.3 流量と湿度の関係流量と湿度の関係流量と湿度の関係流量と湿度の関係    
粉じんがろ紙に捕集されると流量の低下が考えられ
るが，流量が上昇していることが何度か確認されたた
め，流量測定時の湿度とフローメーターの値の関係を
湿度の上昇が見られた期間８と湿度の低下が見られた
期間９について図３，４に示した。湿度が上昇すると
ろ紙が水分を吸着し，流量が低下すると思われたが，
上昇しているサンプラーもあり，さらに検討が必要で
ある。 
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図３ フローメーター値と湿度：期間８ 
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図４ フローメーター値と湿度：期間９ 
 

3.4 3.4 3.4 3.4 精度管理精度管理精度管理精度管理    
定期サンプリング用サンプラーは，年に１度定差圧
弁付流量計の負圧力を－１３５Hg mmに調整している。
サンプラーの負圧力を再度測定した結果，図５，６に
示すように変動が認められた。このことから，サンプ
リングの精度を向上させるため，差圧調整の頻度を上
げる必要がある。 
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図５ 各サンプラーの負圧力：期間１～４ 
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図６ 各サンプラーの負圧力：期間８～１２    
    
3.5 3.5 3.5 3.5 ろ材の種類ろ材の種類ろ材の種類ろ材の種類    
期間１２においてメンブランろ紙を使用してみたが，
石英繊維ろ紙の平均粉じん量（50.5μg/㎥）とメンブ
ランろ紙の平均粉じん量（44.4μg/㎥）に大きな差が
見られた。ろ材による比較を行う必要がある。 
    

４４４４    まとめまとめまとめまとめ    
サンプリング時は，器差の少ないサンプラーを選定
して使用することとし，継続的にサンプリングを実施
する時は，サンプラーのメンテナンス及び差圧調整を
適宜実施する必要がある。 
また，フローメーター値の変動について，湿度の影
響が少ないろ材などを使用し，更に検討する必要があ
る。 
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